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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給電力に応じて発熱して定着部材を加熱し、該定着部材によって、記録材像の転写さ
れた被記録媒体に該記録材像を定着させる発熱手段と、
　前記発熱手段へ電力を供給する電力供給手段と、
　前記定着部材の温度を検出する温度検出手段と、
　前記温度検出手段の検出する検出温度に基づいて前記電力供給手段による前記発熱手段
への電力供給を制御して前記定着部材を所定の定着温度に制御する定着制御手段と、
　前記電力供給手段から前記発熱手段への電力の供給／供給遮断を行う電力供給制御手段
と、
　前記温度検出手段の検出する検出温度を所定タイミング毎にサンプリングして、該検出
温度が所定の閾値温度を超えると、前記電力供給制御手段に前記電力供給手段から前記発
熱手段への電力供給を遮断させる安全手段と、
　前記安全手段に前記温度検出手段の検出する前記検出温度をサンプリングさせる検出タ
イミング信号を出力する制御手段と、
　を備え、
　前記安全手段は、
　前記温度検出手段の検出温度が一旦前記閾値温度を超えると、再起動動作が行われるま
で、前記電力供給制御手段に前記電力供給手段から前記発熱手段への電力供給を遮断させ
ることを特徴とする定着装置。
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【請求項２】
　前記定着制御手段は、
　前記電力供給制御手段による前記電力供給手段から前記発熱手段への電力の供給／供給
遮断をも制御し、
　前記安全手段は、
　前記検出温度が所定の閾値温度を超えると、前記定着制御手段に対しても前記電力供給
手段から前記発熱手段への電力供給を遮断させることを特徴とする請求項１記載の定着装
置。
【請求項３】
　被記録媒体に記録材像の形成された該被記録媒体を定着部で加熱して該記録材像を該被
記録媒体に定着させて画像形成する画像形成装置において、
　前記定着部として、請求項１または請求項２に記載の定着装置を搭載していることを特
徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　供給電力に応じて発熱して定着部材を加熱し、該定着部材によって、記録材像の転写さ
れた被記録媒体に該記録材像を定着させる発熱手段へ電力を供給する電力供給処理ステッ
プと、
　前記定着部材の温度を検出する温度検出処理ステップと、
　前記温度検出処理ステップで検出される検出温度に基づいて前記電力供給処理ステップ
での前記発熱手段への電力供給を制御して前記定着部材を所定の定着温度に制御する定着
制御処理ステップと、
　前記電力供給処理ステップによる前記発熱手段への電力の供給／供給遮断を行う電力供
給制御処理ステップと、
　前記温度検出処理ステップで検出される検出温度を所定タイミング毎にサプリングして
、該検出温度が所定の閾値温度を超えると、前記電力供給制御処理ステップに前記電力供
給処理ステップによる前記発熱手段への電力供給を遮断させる安全処理ステップと、
　前記安全処理ステップに前記温度検出処理ステップで出力される前記検出温度をサンプ
リングさせる検出タイミング信号を出力する制御処理ステップと、
　を有し、
　前記安全処理ステップは、
　前記温度検出処理ステップによる検出温度が一旦前記閾値温度を超えると、再起動動作
が行われるまで、前記電力供給制御処理ステップに前記電力供給処理ステップによる前記
発熱手段への電力供給を遮断させることを特徴とする定着制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、定着装置、画像形成装置及び定着制御方法に関し、詳細には、小型でかつ安
価に定着部材の異常の温度上昇を防止する定着装置、画像形成装置及び定着制御方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式で画像形成を行う画像形成装置は、一様に帯電させた感光体上に画像デー
タにより変調したレーザ光を照射して静電潜像を形成して、感光体上に形成した静電潜像
を現像ユニットでトナー（現像剤）を用いて現像し、給紙部からレジストローラでタイミ
ング調整されて感光体と転写ローラとの間に搬送されてくる用紙に、転写電源から転写ロ
ーラを介して高圧の転写バイアス（電圧、電流）を印加して感光体上のトナー画像を転写
することで、トナー画像を用紙（シート状部材）に形成している。電子写真方式の画像形
成装置は、このようにしてトナー画像を転写した用紙を定着部で、加熱・加圧しつつ搬送
して、トナー画像を用紙に定着させている。
【０００３】
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　画像形成装置は、定着部でのトナー画像の定着に、定着ローラ等の定着部材を発熱部材
（ヒータ等）によって高温に加熱するため、安全性の確保が要望される。
【０００４】
　そこで、従来、定着ヒータの温度を監視して定着ヒータの通電制御とパワー系の電源の
オン／オフ制御を行い、定着ヒータの通電時に定着ヒータ温度の異常を検出すると、定着
ヒータの通電を禁止すると共にパワー系の電源をオフする単一のＭＰＵと、定着ヒータ温
度の過昇を検出し、温度過昇の状態に応じてパワー系の電源を強制的にオフする温度過昇
検出・制御手段とを備え、ＭＰＵの温度監視手段が正常に動作しない場合でも、定着ヒー
タ制御手段の異常等によって定着ヒータの温度が上昇した場合に、温度過昇検出・制御手
段によりパワー系の電源を強制的にオフする技術が提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　そして、この従来技術では、温度過昇検出・制御手段は、ゼロクロス回路で生成したゼ
ロクロス信号を温度過昇検出・制御手段に入力して、定着ヒータの温度検出信号を該ゼロ
クロス信号と比較することで、定着ヒータの温度が過昇状態であるか否か検出している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術にあっては、定着ヒータの温度が異常に高いか否かを検出
するのにゼロクロス信号を生成するゼロクロス回路を必要としているため、コストが高く
つくとともに定着装置が大型化するという問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、小型で安価に定着部材の温度の異常上昇を防止することを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の定着装置は、供給電力に応じて発熱して定
着部材を加熱し、該定着部材によって、記録材像の転写された被記録媒体に該記録材像を
定着させる発熱手段と、前記発熱手段へ電力を供給する電力供給手段と、前記定着部材の
温度を検出する温度検出手段と、前記温度検出手段の検出する検出温度に基づいて前記電
力供給手段による前記発熱手段への電力供給を制御して前記定着部材を所定の定着温度に
制御する定着制御手段と、前記電力供給手段から前記発熱手段への電力の供給／供給遮断
を行う電力供給制御手段と、前記温度検出手段の検出する検出温度を所定タイミング毎に
サンプリングして、該検出温度が所定の閾値温度を超えると、前記電力供給制御手段に前
記電力供給手段から前記発熱手段への電力供給を遮断させる安全手段と、前記安全手段に
前記温度検出手段の検出する前記検出温度をサンプリングさせる検出タイミング信号を出
力する制御手段と、を備え、前記安全手段は、前記温度検出手段の検出温度が一旦前記閾
値温度を超えると、再起動動作が行われるまで、前記電力供給制御手段に前記電力供給手
段から前記発熱手段への電力供給を遮断させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、小型で安価に定着部材の温度の異常上昇を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施例を適用した画像形成装置の要部回路構成図。
【図２】安全回路の回路構成図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の好適な実施例を添付図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下に述べ
る実施例は、本発明の好適な実施例であるので、技術的に好ましい種々の限定が付されて
いるが、本発明の範囲は、以下の説明によって不当に限定されるものではなく、また、本
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実施の形態で説明される構成の全てが本発明の必須の構成要件ではない。
【実施例１】
【００１２】
　図１及び図２は、本発明の定着装置、画像形成装置及び定着制御方法の一実施例を示す
図であり、図１は、本発明の定着装置、画像形成装置及び定着制御方法の一実施例を適用
した画像形成装置１の要部回路構成図である。
【００１３】
　図１において、画像形成装置１は、電源部２、定着部３、制御基板４及び図示しない画
像形成部や操作表示部等を備えており、電子写真方式の画像形成部で画像データに基づい
て用紙に画像形成する。
【００１４】
　すなわち、電子写真方式の画像形成部は、画像形成装置１がカラー画像形成装置である
場合、回転駆動される無端状の転写ベルトに沿って、複数色、例えば、Ｃ（シアン）、Ｍ
（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）用の画像形成ユニットが配設されており
、各画像形成ユニットは、転写ベルトに近接して配設されている感光体を中心として、該
感光体を一様に帯電させる帯電部、帯電された感光体に画像データに基づいて変調したレ
ーザ光を照射して静電潜像を形成する光書き込み部、静電潜像に形成された感光体にトナ
ーを付与してトナー画像を形成する現像部、感光体上のトナー画像を給紙部から転写ベル
ト上に搬送されて転写ベルトによって搬送される用紙やフィルム等の被記録媒体（以下、
単に、用紙という。）に順次各色のトナー画像（記録材像）を重ね合わせて転写させる転
写部、転写の完了した方を除電クリーニングする除電クリーニング部等を備えている。
【００１５】
　電源部（電力供給手段）２は、１００Ｖの商用電源コンセントに差し込まれて該電源電
力を取り込む電源プラグ２１、ヒューズ２２、フィルタ２３及びパワーリレー２４等を備
えており、電源プラグ２１で取り込んだ１００Ｖの商用電源電力をフィルタ２３で整流及
び電圧調整して、定着部３にヒータ電力を供給する。
【００１６】
　パワーリレー２４は、後述する制御基板４からのリレー制御信号に基づいて、そのリレ
ー端子２４ａをオン／オフ動作して、オンのときにのみ、フィルタ２３からの整流及び電
圧調整後の電力を定着部３にヒータ電力として供給する。
【００１７】
　定着部（定着装置）３は、定着ヒータ駆動回路３１、定着ヒータ３２、サーミスタ３３
、ヒューズ３４、抵抗Ｒ１を介して定着ヒータ駆動回路３１に接続されているトランジス
タＴｒ１、抵抗Ｒ２及び定着ヒータ３２によって加熱されるとともに回転駆動される図示
しない定着ローラ（定着部材）と該定着ローラに所定圧で圧接されて定着ローラとともに
回転する加圧ローラ等を備えており、画像形成部でトナー画像の転写された用紙が定着ロ
ーラと加圧ローラの間に搬送されてくる。
【００１８】
　定着部３は、定着ヒータ駆動回路３１と定着ヒータ３２の間に、電源部２からのヒータ
電力が供給され、定着ヒータ駆動回路３１による通電制御によって定着ヒータ３２を発熱
させて定着ローラを所定の定着温度に加熱する。定着部３は、トナー画像の転写された用
紙を、定着ローラと加圧ローラにより加熱・加圧しつつ搬送して、トナー画像を用紙に定
着させる。
【００１９】
　サーミスタ（温度検出手段）３３は、定着ローラの温度を検出して、検出したアナログ
の検出温度信号を制御基板４に出力する。
【００２０】
　定着ヒータ駆動回路３１は、例えば、サイリスタが用いられており、上記パワーリレー
２４を介してヒータ電力が供給されるとともに、制御電圧Ｖｄが供給される。定着ヒータ
駆動回路３１は、抵抗Ｒ１を介してエミッタ接地されているトランジスタＴｒ１のコレク
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タに接続されており、トランジスタＴｒ１は、そのベースが抵抗Ｒ２を介して接地されて
いるとともに、制御基板４に接続されている。トランジスタ１は、そのベースに入力され
る制御基板４からの温度制御信号によってオン／オフ動作することで、定着ヒータ駆動回
路３１をオン／オフ動作させ、定着ヒータ駆動回路３１は、パワーリレー２４がオンの状
態のときに、オン／オフ動作することで、定着ヒータ３２へのヒータ電力の供給／供給遮
断を行う。
【００２１】
　制御基板４は、画像形成装置１の全体の制御を行うコントローラ用ＣＰＵ（Central Pr
ocessing Unit ）４１、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２、安全回路４３、アンドゲート４４
、抵抗Ｒ１１、プルアップ抵抗Ｒｐ及び抵抗Ｒ１２等を搭載している。
【００２２】
　プルアップ抵抗Ｒｐは、プルアップ電圧Ｖｐとサーミスタ３３とに接続されているとと
もに、抵抗Ｒ１２を介して定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２及び安全回路４３に接続されてお
り、サーミスタ３３の検出する定着ヒータ３２の温度を、電圧値に変換して、検出温度信
号として定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２及び安全回路４３に出力する。
【００２３】
　安全回路４３は、上記プルアップ抵抗Ｒｐ及び抵抗Ｒ１２を介してサーミスタ３３の検
出温度信号が入力されるとともに、コントローラ用ＣＰＵ４１から所定周波数（例えば、
１００Ｈｚ）のパルス信号と画像形成装置１の起動時にローレベル（Ｌ）となるクリア信
号が入力される。安全回路４３は、検出温度信号の示す検出温度が所定の異常判定温度（
閾値温度）未満のときには、ハイレベル（Ｈ）の異常信号をアンドゲート４４及び定着ヒ
ータ制御用ＣＰＵ４２に出力し、検出温度信号の示す検出温度が該異常判定温度以上にな
ると、異常信号をローレベルに切り替える。
【００２４】
　アンドゲート４４は、上記安全回路４３からのハイレベルとローレベルに切り替わる上
記異常信号が入力されるとともに、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２からハイレベルとローレ
ベルに切り替わるヒータ駆動信号が入力され、異常信号とヒータ駆動信号がともにハイレ
ベルのときにのみ、ハイレベルのリレー制御信号をパワーリレー２４に出力する。
【００２５】
　パワーリレー２４は、アンドゲート４４からハイレベルのリレー制御信号が入力されて
いるときにのみ、上述のように、リレー端子２４ａをオンさせて、フィルタ２３からのヒ
ータ電力を定着ヒータ３２及び定着ヒータ駆動回路３１に供給し、リレー制御信号がロー
レベルであると、リレー端子２４ａをオフさせて、フィルタ２３からのヒータ電力の定着
ヒータ３２及び定着ヒータ駆動回路３１への供給を遮断する。
【００２６】
　上記アンドゲート４４及びパワーリレー２４は、全体として、電源部２から定着ヒータ
３２へのヒータ電力の供給／供給遮断を行う電力供給制御部（電力供給制御手段）６とし
て機能している。
【００２７】
　定着ヒータ制御用ＣＰＵ３２は、図示しないＲＯＭ（Read Only Memory）等に格納され
ている定着制御プログラムに基づいて、定着動作時に、ハイレベルのヒータ駆動信号をア
ンドゲート４４に出力するとともに、サーミスタ３３からの検出温度信号に基づいて温度
制御信号をハイレベルとローレベルとに切り替え制御して、トランジスタＴｒ１及び定着
ヒータ駆動回路３１を介して定着ヒータ３２に流れるヒータ電流を制御し、定着ヒータ３
２によって加熱される定着ローラの温度を所定の定着温度に制御する。また、定着ヒータ
制御用ＣＰＵ３２は、安全回路４３からの異常信号に基づいて、温度制御信号及びヒータ
駆動信号を制御して、定着ヒータ３２の異常温度上昇を防止する。すなわち、定着ヒータ
制御用ＣＰＵ４２は、安全回路４３から異常温度上昇を示すハイレベルの異常信号が入力
されると、ヒータ駆動信号のローレベルへの切り替えと温度制御信号のローレベルへの切
り替えのうち、少なくとも一方を行なって、定着ヒータ３２の異常温度上昇を防止する。
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上記定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２、トランジスタＴｒ１、抵抗Ｒ１、Ｒ２及び定着ヒータ
駆動回路３１は、全体として、サーミスタ３３の検出する検出温度に基づいて電源部２に
よる定着ヒータ３２への電力供給を制御して定着ローラを所定の定着温度に制御する定着
制御部（定着制御手段）５として機能している。
【００２８】
　コントローラ用ＣＰＵ４１は、図示しないＲＯＭ等に格納されている画像形成制御プロ
グラムに基づいて、画像形成装置１の各部を制御して、画像形成装置としての基本処理を
実行する。コントローラ用ＣＰＵ４１は、発振器を外付けまたは内蔵して、該発振器の発
生するクロックを利用して所定周波数（例えば、１００Ｈｚ）のパルス信号を安全回路４
３に出力するとともに、画像形成装置１の起動時にローレベルとなるクリア信号を安全回
路４３に出力する。
【００２９】
　そして、上記安全回路４３は、図２に示すように、コンパレータ５１、抵抗Ｒ５１、Ｒ
５２、Ｒ５３、Ｄフリップフロップ５２、５３等を備えている。
【００３０】
　コンパレータ５１は、そのマイナス端子に、抵抗Ｒ５１と抵抗Ｒ５２によって規定電圧
Ｖｄを分圧した定着ヒータ３２の異常温度上昇の有無を判定する基準温度（閾値温度）を
示す基準電圧（例えば、２２０℃～２７０℃に対応する０．４Ｖ）が入力され、そのプラ
ス端子に、サーミスタ３３からの検出温度信号が入力される。コンパレータ５１は、検出
温度信号の電圧を基準電圧と比較して、検出温度信号の電圧が基準電圧よりも低く、検出
温度が基準温度よりも低い通常状態のときには、ハイレベルの判定信号をＤフリップフロ
ップ５１のＤ端子に出力し、検出温度信号の電圧が基準電圧よりも高く、検出温度が基準
温度を超える異常温度上昇のおそれがある状態であると、ローレベルの判定信号をＤフリ
ップフロップ５１のＤ端子に出力する。
【００３１】
　Ｄフリップフロップ５２は、そのクロック端子に、コントローラ用ＣＰＵ４１から上記
パルス信号が、そのＲ端子に、規定電圧Ｖｄが、そして、そのＳ端子に、コントローラ用
ＣＰＵ４１からの上記クリア信号が、それぞれ入力され、パルス信号の立ち上がり、すな
わち、０．１秒周期毎に、Ｄ端子に入力される判定信号の値をサンプリングして、Ｑ端子
からＤフリップフロップ５３のリセットＲ端子に出力する。すなわち、Ｄフリップフロッ
プ５２は、コンパレータ５１からの判定信号がハイレベルであると、ハイレベルのＱ出力
をＤフリップフロップ５３のリセット端子Ｒに反転素子５３ａを介して出力し、コンパレ
ータ５１からの判定信号がローレベルに切り替わると、ローレベルのＱ出力をＤフリップ
フロップ５３のリセット端子Ｒに反転素子５３ａを介して出力する。
【００３２】
　Ｄフリップフロップ５３は、異常温度上昇状態をラッチ（記憶）する回路であり、その
クロック端子に、コントローラ用ＣＰＵ４１からの上記クリア信号が、そのＤ端子とＳ端
子に、規定電圧Ｖｄが入力されている。Ｄフリップフロップ５３は、通常状態であって、
Ｄフリップフロップ５２のＱ端子からハイレベルのＱ出力が反転素子５３ａを介してリセ
ット端子Ｒに入力されているとき、すなわち、リセット端子Ｒにローレベルのリセット信
号が入力されているときには、Ｑ端子からハイレベルの異常信号をアンドゲート４４に出
力し、アンドゲート４４は、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２からヒータ駆動制御信号がハイ
レベルであると、ハイレベルのリレー制御信号をパワーリレー２４に出力して、パワーリ
レー２４ａのリレー端子２４ａをオンさせる。
【００３３】
　ところが、Ｄフリップフロップ５３は、異常温度上昇のおそれがある状態であって、Ｄ
フリップフロップ５２から反転素子５３ａを介してリセット端子Ｒに入力されているハイ
レベルの判定信号がローレベルに切り替わると、すなわち、リセット端子Ｒのリセット信
号がハイレベルからローレベルに切り替わると、Ｑ端子からアンドゲート４４に出力して
いるハイレベルの異常信号をローレベルに切り替え、その後、画像形成装置１が再起動さ
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れるまで、すなわち、コントローラ用ＣＰＵ４１からのクリア信号がローレベルになるま
で、ローレベルの異常信号をアンドゲート４４に出力する。
【００３４】
　次に、本実施例の作用について説明する。本実施例の画像形成装置１は、その定着部３
が、小型で安価に定着ローラの温度の異常上昇を防止する。
【００３５】
　画像形成装置１は、画像形成部で電子写真方式によって画像データに基づいてトナー画
像の付着された用紙（被記録媒体）が、定着部３の回転駆動される定着ローラと加圧ロー
ラの間に搬送されてくると、定着温度に加熱されている定着ローラと加圧ローラによって
該用紙を加熱及び加圧しつつ搬送して、用紙上のトナー画像を該用紙に定着させることで
、画像形成する。
【００３６】
　そして、画像形成装置１は、定着時には、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２がハイレベルの
ヒータ駆動信号をアンドゲート４４に出力するとともに、安全回路４３がハイレベルの異
常信号をアンドゲート４４に出力して、アンドゲート４４が、ハイレベルのリレー制御信
号をパワーリレー２４に出力し、パワーリレー２４がリレー端子２４ａをオンして、定着
ヒータ３２と定着ヒータ駆動回路３１との間にヒータ電力を供給する。
【００３７】
　定着部３は、この状態で、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２が、定着ヒータ３２によって加
熱される定着ローラの温度をサーミスタ３３が検出した検出温度信号に基づいて、トラン
ジスタＴｒ１への温度制御信号を制御して、トランジスタＴｒ１をオン／オフ制御するこ
とで、定着ヒータ駆動回路３１をオン／オフ制御し、定着ヒータ３２に流れる定着電流を
制御して、定着ヒータ３２によって加熱される定着ローラを所定の定着温度に制御する。
定着部３は、この定着温度に制御される定着ローラと加熱ローラとの間に搬送されてくる
用紙を加熱・加圧しつつ搬送することで、該用紙上のトナー画像を用紙に定着させる。
【００３８】
　そして、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２は、サーミスタ３３の検出する検出温度に基づい
て定着ヒータ３２への通電を制御するが、サーミスタ３３の検出する検出温度が所定の基
準温度を超えると、異常温度上昇であると判断して、ヒータ駆動信号をローレベルに切り
替えることで、パワーリレー２４のリレー端子２４ａをオフにして、定着ヒータ３２への
ヒータ電力の供給を遮断する。
【００３９】
　ところが、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２の制御プログラムの暴走等の異常状態の発生に
よってヒータ駆動信号をローレベルにしてヒータ電力の供給を遮断することができない事
態が発生すると、定着ヒータ３２の加熱による異常事態が発生するおそれがある。
【００４０】
　そこで、画像形成装置１の定着部３は、基板４上に安全回路４３が搭載されており、安
全回路４３は、従来のように、ゼロクロス回路からゼロクロス信号が供給されず、定着ヒ
ータ制御用ＣＰＵ４２とは異なる画像形成装置１が本来備えているコントローラ用ＣＰＵ
４１から検出タイミング信号であるパルス信号とクリア信号が供給される。安全回路４３
は、該パルス信号に基づいてサーミスタ３３からの検出温度信号をサンプリングして、検
出温度が所定の基準温度を越えていると、画像形成装置１の起動時にローレベルとなるク
リア信号がローレベルとなるまで、すなわち、画像形成装置１が再起動されるまで、ロー
レベルの異常信号をアンドゲート４４に出力し続け、アンドゲート４４からパワーリレー
２４へ出力しているリレー制御信号をローレベルに維持する。
【００４１】
　したがって、定着部３は、ゼロクロス回路を必要とせず、安価でかつ小型のものとなる
とともに、パラーリレー２４が、そのリレー端子２４ａをオフして、定着ヒータ３２への
ヒータ電力の供給を遮断し、定着ヒータ３２が異常温度上昇することを防止することがで
きる。
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【００４２】
　すなわち、安全回路４３は、コンパレータ５１と２つのＤフリップフロップ５２、５３
を備えており、Ｄフリップフロップ５２のクロック端子には、画像形成装置１のコントロ
ーラ用ＣＰＵ４１からパルス信号が、Ｄフリップフロップ５２のＳ端子及びＤフリップフ
ロップ５３のクロック端子には、該コントローラ用ＣＰＵ４１からクリア信号が入力され
る。
【００４３】
　そして、コンパレータ５１は、サーミスタ３３の検出温度が基準温度を越えているか判
定して、検出温度が基準温度を越えているとローレベルとなる判定信号をＤフリップフロ
ップ５２のＤ端子に出力する。Ｄフリップフロップ５２は、コントローラ用ＣＰＵ４１か
らのパルス信号毎にコンパレータ５１からの判定信号の信号値をサンプリングし、サンプ
リングしたコンパレータ５１からの判定信号をラッチしてＱ出力としてＤフリップフロッ
プ５３のリセット端子Ｒに反転素子５３ａを介して出力する。
【００４４】
　Ｄフリップフロップ５３は、通常状態、すなわち、Ｄフリップフロップ５２のＱ端子か
らハイレベルのＱ出力（判定信号）が反転素子５３ａを介してリセット端子Ｒに入力され
ているときには、ハイレベルの異常信号をアンドゲート４４に出力し、アンドゲート４４
は、定着ヒータ制御用ＣＰＵ４２からヒータ駆動制御信号がハイレベルであると、ハイレ
ベルのリレー制御信号をパワーリレー２４に出力して、パワーリレー２４ａのリレー端子
２４ａをオンさせる。
【００４５】
　ところが、Ｄフリップフロップ５３は、Ｄフリップフロップ５２からリセット端子Ｒに
反転素子５３ａを介して入力されているハイレベルの判定信号がローレベルに切り替わる
と、すなわち、リセット端子Ｒの入力信号がローレベルからハイレベルに切り替わると、
Ｑ端子からアンドゲート４４に出力しているハイレベルの異常信号をローレベルに切り替
え、その後、画像形成装置１が再起動されるまで、すなわち、クリア信号がローレベルに
なるまで、ローレベルの異常信号をアンドゲート４４に出力する。
【００４６】
　アンドゲート４４は、Ｄフリップフロップ５３からの異常信号が、ハイレベルからロー
レベルに切り替わると、パワーリレー２４に出力していたハイレベルのリレー制御信号を
ローレベルに切り替えて、パワーリレー２４ａのリレー端子２４ａをオフさせ、定着ヒー
タ３２へのヒータ電力の供給を遮断して、定着ヒータ３２が異常温度上昇することを防止
する。
【００４７】
　このように、本実施例の画像形成装置１は、その定着部３が、供給電力に応じて発熱し
て定着ローラ（定着部材）を加熱し、該定着ローラによって、トナー画像（記録材像）の
転写された用紙（被記録媒体）に該トナー画像を定着させる定着ヒータ（発熱手段）３２
と、定着ヒータ３２へ電力を供給する電源部（電力供給手段）２と、定着ローラの温度を
検出するサーミスタ（温度検出手段）３３と、サーミスタ３２の検出する検出温度に基づ
いて電源部２による定着ヒータ３２への電力供給を制御して定着ローラを所定の定着温度
に制御する定着制御部（定着制御手段）５と、電源部２からサーミスタ３２への電力の供
給／供給遮断を行う電力供給制御部（電力供給制御手段）６と、サーミスタ３３の検出す
る検出温度を所定タイミング毎にサンプリングして、該検出温度が所定の閾値温度を超え
ると、電力供給制御部６に電源部２から定着ヒータ３２への電力供給を遮断させる安全回
路（安全手段）４３と、安全回路４３にサーミスタ３３の検出する検出温度をサンプリン
グさせるパルス信号（検出タイミング信号）を出力するコントローラ用ＣＰＵ（制御手段
）４１と、を備えている。
【００４８】
　したがって、従来のように高価なゼロクロス回路を用いることなく、定着ヒータ３２の
異常温度上昇、すなわち、定着ローラの異常温度上昇を検出して、定着ヒータ３２へのヒ
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ータ電力の供給を遮断することができ、小型で安価に定着ローラ（定着部材）の温度の異
常上昇を防止することができる。
【００４９】
　また、本実施例の画像形成装置１は、その定着部３が、供給電力に応じて発熱して定着
ローラを加熱し、該定着ローラによって、トナー画像の転写された用紙に該トナー画像を
定着させる定着ヒータ３２へ電力を供給する電力供給処理ステップと、定着ローラの温度
を検出する温度検出処理ステップと、該温度検出処理ステップで検出される検出温度に基
づいて上記電力供給処理ステップでの定着ヒータ３２への電力供給を制御して定着ローラ
を所定の定着温度に制御する定着制御処理ステップと、前記電力供給処理ステップによる
定着ヒータ３２への電力の供給／供給遮断を行う電力供給制御処理ステップと、前記温度
検出処理ステップで検出される検出温度を所定タイミング毎にサプリングして、該検出温
度が所定の異常判定温度（閾値温度）を超えると、前記電力供給制御処理ステップに前記
電力供給処理ステップによる定着ヒータ３２への電力供給を遮断させる安全処理ステップ
と、前記安全処理ステップに前記温度検出処理ステップで出力される前記検出温度をサン
プリングさせるパルス信号（検出タイミング信号）を出力する制御処理ステップと、を有
する定着制御方法を実行している。
【００５０】
　したがって、従来のように高価なゼロクロス回路を用いることなく、定着ヒータ３２の
異常判定温度を超える温度上昇、すなわち、定着ローラの異常判定温度を超える温度上昇
を検出して、定着ヒータ３２へのヒータ電力の供給を遮断することができ、小型で安価に
定着ローラ（定着部材）の温度の異常上昇を防止することができる。
【００５１】
　さらに、本実施例の画像形成装置１は、定着部３の安全回路４３が、サーミスタ３３の
検出温度が一旦前記異常判定温度（閾値温度）を超えると、定着部３または画像形成装置
１が再起動動作が行われるまで、電力供給制御部（電力供給制御手段）６に電源部２から
定着ヒータ３２への電力供給を遮断させている。
【００５２】
　したがって、定着ヒータ３２へのヒータ電力の供給を再起動動作が行われるまで遮断し
て、小型で安価に定着ローラ（定着部材）の温度の異常上昇を確実に防止することができ
る。
【００５３】
　また、本実施例の画像形成装置１は、定着制御部５が、電力供給制御部６による電源部
２から定着ヒータ３２への電力の供給／供給遮断をも制御し、安全回路４３は、サーミス
タ３３の検出温度が所定の異常判定温度（閾値温度）を超えると、定着制御部５の定着ヒ
ータ制御用ＣＰＵ４２に異常信号を出力して、定着制御部６に対しても電源部２から定着
ヒータ３２への電力供給を遮断させている。
【００５４】
　したがって、定着ローラの異常判定温度を超える温度上昇を検出すると、定着ヒータ３
２へのヒータ電力の供給を確実に遮断することができ、小型で安価に定着ローラ（定着部
材）の温度の異常上昇をより一層確実に防止することができる。
【００５５】
　以上、本発明者によってなされた発明を好適な実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は上記実施例で説明したものに限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲
で種々変更可能であることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００５６】
　１　画像形成装置
　２　電源部
　３　定着部
　４　制御基板
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　２１　電源プラグ
　２２　ヒューズ
　２３　フィルタ
　２４　パワーリレー
　３１　定着ヒータ駆動回路
　３２　定着ヒータ
　３３　サーミスタ
　３４　ヒューズ
　Ｒ１　抵抗
　Ｔｒ１　トランジスタ
　Ｒ２　抵抗
　４１　コントローラ用ＣＰＵ
　４２　定着ヒータ制御用ＣＰＵ
　４３　安全回路
　４４　アンドゲート
　Ｒ１１　抵抗
　Ｒｐ　プルアップ抵抗
　Ｒ１２　抵抗
　５１　コンパレータ
　Ｒ５１、Ｒ５２、Ｒ５３　抵抗
　５２、５３　Ｄフリップフロップ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５７】
【特許文献１】特開平１０－３０７５１４号公報
【図１】 【図２】
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